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後記

　過激なダイエット本がはやっています。最も話題に
なっているのは 1 日 1 食を続けると 20 歳も若く見え
るようになるという内容の本です。50 万部を超えるベ
ストセラーになっているとのことですが，購入した読
者がはたして実践できているかどうか疑問ですし，続
けることに価値があるのでしょうか。とても不健康な
気がします。1 日に 1 回しか食事をしないなんて，私
には絶対にできることではありません。と言いますの
も私の人生における大きな楽しみの 1 つが食事とお
酒だからです。朝食でもおろそかにしていません。しっ
かり食べますし，トーストにつけるジャムにもこだわ
ります。昼食も捨てたものではありません。ラーメン
やカレーライスにも限りなく広がる B 級グルメの世
界があります。
　1 日 1 食を続けるエンドポイントは，「若く見えるよ
うになる」ことだそうです。そもそもこのエンドポイ
ント自体がまったく私を引きつけません。若く見られ
たいと願っていないからです。男性の魅力は，人生の
年輪を重ねて年相応に老け，歩んで来た人生の喜怒哀
楽が顔面のしわ，白くなった髪，さみしくなった頭髪
に表現されていると考えるからです。無理をして若く
見られるように努力するなんて，男性の生きる道では
ないと考えています。休日に若作りをして奥様と外出
するのとは次元が違う気がします。
　荒木経惟氏の写真集に，男性の顔を撮影しただけの
ものがあります（男の顔面　文芸春秋社 1999 年刊）。

荒木経惟氏は 1980 年代に活躍し，当時の風俗や女性
を撮影した写真集は有名ですが，決してプロのモデル
は撮影しませんでした。モデルではない普通の女性を
撮影して写真集にしていました。対象を男性に変えた
訳ですが，この写真集のモデルも普通のオジサンです。
1 月の厳冬の中，新宿副都心，丸の内の街頭を歩くサ
ラリーマンに声をかけて撮影されたものです。
　男性の顔を撮影し，並べて写真集にして何が面白い
のか，おそらく一般の読者は疑問だったに違いないし，
おそらくこの写真集は売れなかったでしょう。しかし，
この写真集を手に取った私は当時，荒木氏はここまで
たどりついたのか，と生意気にも感心しました。社会
を支えているにもかかわらず，決してスポットをあび
ることのないオジサンたち。「夢は何ですか？」とい
うアンケートに対しての答えは皆さん少年のままで
す。男性の顔の魅力は，無理をして若く見せる「努力」
によって消えてしまうでしょう。自然体で，少年の心
が失われていないからこそ，一瞬のきらめきが表現さ
れているのだと思います。
　私が強調する男性の魅力が満載された小説がありま
す。タイトルは「三匹のおっさん」（有川　浩　著，文
春文庫）です。女性作家ならではの視点で初老男性の
自然体の愛しさが平易な言葉で表現されています。ま
た，作家のファッションへのこだわりなどが，孫の言
葉を通して表現されていてとても参考になります。

（大家基嗣）
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